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BCJ評定‐RC0538‐02 

 

評 定 書（工法等） 

 

申込者 合同製鐵株式会社 代表取締役社長 美濃部 慎次 様 

 

件 名 鉄筋用 FW カプラー継手 『EG 打継ジョイント』 

 

令和 8年 4月 24日付けで評定の申込みのあった本件については、下記のとおり評定申込事項に係る

技術的基準に適合しているものと評定します。 

 

令和 8年 6月 17日 

 

 

 

 

記 

 

1. 評定申込事項 

本評定は、平成 12年建設省告示第 1463 号「鉄筋の継手の構造方法を定める件」第 1項ただし

書きに係る評定（2025 年版建築物の構造関係技術基準解説書における A 級継手）の申し込みがな

されたものである。 

 

2. 評定の区分および有効期間 

更新 （評定の有効期間：令和 13年 6 月 15日まで） 

 

3. 評定した工法等 

別紙 1のとおり 

 

4. 評定の内容 

（1）方法 

   本評定は、コンクリート構造評定委員会（委員長：衣笠秀行）において、申込者から提出された

資料に基づき審査を行ったものである。 

 

（2）審査方法 

  別紙 2 のとおり 

 

5. 備考 

   本評定は、設計・施工・品質管理等が適切に行われることを前提に、提出された資料に基づいて

行ったものであり、個々の製品の製造並びに工事等の実施過程および実施結果の適切性は評定の

範囲に含まれていない。また、本評定は申込者による自主管理方法について行われたものであり、

受入れに際しては、工事管（監）理者の判断による受入検査が行われることを前提としている。 
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（別紙１） 

１）継手の材質 

【鉄筋】 

種  類  
SD295A （D13、D16） 

SD345、SD390 （D13～D32） 

呼 び 名  D13、D16、D19、D22、D25、D29、D32 

形 状 JIS G 3112に適合する熱間圧延異形棒鋼 

 ※但し、SD345、SD390の引張強さについては 670 N/mm2を上限とする。 

 

【袋カプラー】 

製品名 
部品 

呼び名 
材 質 

降伏点 

(N/mm2) 

引張強度 

(N/mm2) 

伸び 

(%) 

D13用 M16 

機械構造用炭素鋼鋼材

S45C 

(JIS G 4051) 

390以上 610以上 15以上 

D16用 M20 

D19用 M24 

D22用 M27 

D25用 M30 

D29用 M33 

D32用 M39 

 

【袋ネジ】 

製品名 
部品 

呼び名 
材 質 

降伏点 

(N/mm2) 

引張強度 

(N/mm2) 

伸び 

(%) 

D13用 M16 

機械構造用炭素鋼鋼材

S45C 

(JIS G 4051) 

390以上 610以上 

15以上 

D16用 M20 

D19用 M24 

D22用 M27 

D25用 M30 
400以上 620以上 

D29用 M33 

D32用 M39 390以上 610以上 

                                    

製品名 D13用 D16用 D19用 D22用 D25用 D29用 D32用 

部品呼び名 M16 M20 M24 M27 M30 M33 M39 

締付トルク値 

（N・m） 
30 60 90 130 180 240 280 
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２）継手の適用範囲                                

継手の 

種類 
呼び名 

同一鋼種 袋ネジと鉄筋の接合面

とコンクリート表面と

の距離 Lx 

MAX(mm) 

SD295A 

× 

SD295A 

SD345 

× 

SD345 

SD390 

× 

SD390 

同
径
継
手 

D13×D13 ○ ○ ○ 17 

D16×D16 ○ ○ ○ 18 

D19×D19 × ○ ○ 18 

D22×D22 × ○ ○ 19 

D25×D25 × ○ ○ 20 

D29×D29 × ○ ○ 20 

D32×D32 × ○ ○ 22 

継手の図 

 

 
 

 

 

３）施工要件 

継手部品の 
供給責任者 

合同製鐵株式会社 

継手工事の 
継手施工管理者 

合同製鐵株式会社が行う「ＥＧ打継ジョイント」の技術講習を受講し、継

手施工管理者証を発行された者。 

継手工事の 
継手施工技能者 

合同製鐵株式会社が行う「ＥＧ打継ジョイント」の技術講習を受講し、継

手施工管理者証を発行された者。 

仕様書、管理規定等 

の名称 

鉄筋用「FWカプラー継手」『EG打継ジョイント』継手設計・施工要領書 

鉄筋用「FWカプラー継手」『EG打継ジョイント』製造品質管理基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 袋カプラー 袋ネジ

 Ｌx
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（別紙２） 

本件は、鉄筋コンクリート造および鉄骨鉄筋コンクリート造の構造物の打継部に用いる、埋込側

の鉄筋端部に摩擦圧接された袋カプラーと後継側の鉄筋端部に摩擦圧接された袋ネジをトルクレン

チで締め付けて接合する合同製鐵株式会社の製造する機械式鉄筋継手に係る更新評定である。継手

性能が 2025年版建築物の構造関係技術基準解説書の「鉄筋継手性能判定基準」に示されている A級

継手の性能基準を満足するかどうかについて審査された。 

本継手に使用できる鉄筋は、JIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼）に規定する異形棒鋼のうち、

SD295A は D13と D16、SD345 と SD390は D13 ～D32 であり、SD345と SD390の引張強さは

上限を 670N/mm2 としている。継手の適用範囲は同径間かつ同鋼種間としている。鉄筋に摩擦圧接

される袋カプラーおよび袋ネジは、JIS G 4051（機械構造用炭素鋼鋼材）に規定する S45C の化学

成分を満たし、かつ所定の機械的性質を満足するものとしている。摩擦圧接は、合同製鐵株式会社

が定めた製造所（船橋製造所、大阪製造所）で行われる。 

本評定での、既評定（BCJ評定-RC0538-01）からの主な変更内容は以下の通りである。 

1) D13と袋カプラーまたは袋ネジとの摩擦圧接条件および管理範囲の変更 

2) 製造・品質管理体制の更新 

3) 継手施工管理者証および継手施工技術者証の有効期限の取り扱い 

4) その他表記の訂正等の、軽微な修正 

 

 

1. 評定内容 

(1) 「設計・施工仕様書」の主な内容は次の通りである。 

「第 1 章 総則」「第 2 章 材料」「第 3 章 継手部の寸法・強度設計」「第 4 章 設計指針」

「第 5章 施工管理」「第 6章 施工検査」「第 7章 不具合の処理」からなる。 

使用する鉄筋の鋼種と呼び名および機械的性質、袋カプラーと袋ネジそれぞれの材質の規格

および機械的性質、化学成分、形状公差、摩擦圧接後の寸法、鉄筋および袋カプラー部間のあき

とかぶり厚さについて規定されている。 

継手施工管理者および継手施工技能者は、工事の開始前に合同製鐵株式会社の行う技能講習

を受講し、試験に合格したものと定めており、資格の有効期間が示されている。 

継手作業手順は、埋込側施工および後継側施工それぞれについて示されている。必要かん合長

さ、締付けトルクが定められている。 

施工検査は、埋込側施工時の受入検査・施工後検査、後継側施工時の受入検査・締め付け器具

の検査・施工後検査について、検査項目、検査方法、頻度が定められている。 

 

(2) 「製造品質管理基準」の主な内容は次の通りである。 

製造工程、製造管理体制が示されており、合同製鐵株式会社の責任範囲、製造所が定められて

いる。品質管理委員会の構成と役割が示されている。 

使用する鉄筋の規格と機械的性質、継手部品の材質と公差、形状及び寸法が定められている。 

鉄筋と継手部品の受入検査の要領、不合格時の処置が定められている。 

摩擦圧接は、圧接機の仕様、圧接条件、圧接部の検査の要領、摩擦圧接機の管理について定め

られている。圧接部の検査での引張試験について、頻度、判定基準、不合格時の処置が定められ

ている。 

製造・施工に関する記録について、保管場所と保管期間が定められている。 

 

(3) 「品質管理記録」の主な内容は次の通りである。 

製造履歴は、帳票類や検査記録によって製品のトレースバックが可能であることが示されて

おり、妥当なものと判断される。 

点検チェックシートおよび設備診断では、機器類の異常の有無、緊急性、所見を明示しており、

修理、調整、部品交換の要否判断が容易になされるようになっている。 

併せて、機器類の校正証明書も添付されている。 
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(4) D13 の摩擦圧接条件設定値の範囲変更に伴う「溶接継手性能確認試験」の主な内容は次の通り

である。 

摩擦圧接部の一方向引張試験、一方向繰返し試験、曲げ試験の結果が示されており、いずれも

妥当なものと判断される。 

なお、今回は摩擦圧接条件のみの変更なので、継手としての一方向引張試験、弾性域正負繰返

し試験、塑性域正負繰返し試験は行われていないが、継手としての試験結果は、前回評定（BCJ

評定-RC0538-01）時に示されている。 

 

これらの結果から、本件で定められた機械式鉄筋継手工法を用いれば、2025 年版建築物の構造関

係技術基準解説書の「鉄筋継手性能判定基準」に示されている A 級継手の性能基準を満足すること

が確認された。 

 

評定に際し、特に検討された事項は以下のとおりである。 
1) 製造品質管理基準における、圧接条件および管理範囲の数値の意味と、エビデンスとの整合性 
2) 2つの製造所（船橋製造所、大阪製造所）を包括する品質管理体制 
3) 継手施工管理者証および継手施工技術者証の有効期限（既に従事している工事がある場合に評

定更新があった場合の対応） 

 

 


